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Abstract 
A primary condition of developing formula for the relations betw巴enthe grading of aggregate and work 
ability of concrete is that the grading of concrete aggregate should be characteriz巴dnumerically by a few 
factors. 
In this paper， itis pointed out that four statistics (mean， standard d巴viation，sk巴wnessand kurtosis) based 
on the fineness modulus scale of particle size distribution ar巴themost suitable parameters for the grading 









































































表 lのふるい通過重量百分率は， ]IS A 11021骨材ふるい分け試験方法Jにより測定きれる。
それには， ]IS Z 8801 1標準ふるい」から抽出した，特定の目の聞きの 16個の標準網ふるいが用
いられる。寸法の細かい部分は， 4番目毎に抽出した標準ふるい自の開きなので，公比 1 2 
の等比数列をなしている。
骨材生産およびコンクリート施工管理 L 一般にコンクリート骨材は 5mm前後を境に，粗
表-1 ]ASS 5 (昭和44年版)標準粒度，および調合表作成に仮定した砂の粒度
J、るし、 J、るい ふる いを通る ものの重量百分率
日子ぴ寸法 目の開き 40 mm 30 mm 25 mm 20 mm iy 5 mm 2.5mm 1.2mm 
100 mm 101. 6mm (標準粒度) (調合表作成砂)
80 1 76.211 
60 1 63.511 
50 1 50.811 100 
40 1 38.111 95-100 100 
30 1 31.711 95 -100 100 
25 1 25.411 90-100 100 
20 1 19.1 1 35-70 40-75 60-90 90-100 
15 1 15.911 (55-80) 
10 1 9.5211 10-30 10-35 20-50 20-55 100 100 
5 1 4760μ 0-5 0-10 0-10 0-10 90-100 95 100 
2.511 238011 0-5 0-5 0-5 80-100 80 90 100 
1.211 119011 50-90 50 65 90 
0.611 59011 25-60 30 40 55 
0.311 29711 10-30 10 20 30 































面積 A，体積 Vは，傾向を誇張した図 lの陰影部の面積で示される。ただし， η。l，a， Vは，
単位粒子寸法あたりの個数，長さ，面積，体積とする。
Z a v n士一一一士一二一?二一一τ
αx !ゴx- rx 一(1 ) 
このとき，各基準量の次元から， (1)式が成立する o a，β， yは，骨材粒子形状に関連する係数
とする。形状が相似なら，粒子寸法にかかわらず定数となる。球では， 1，π，π/6，立方体で








分布関数 F(x) = foxj (x) dx 
平均 M = fo"'xj(x)g(x)d吋∞j(x)g(x) dx 
一(2 ) 
一(3 ) 
標準偏差 SD =Mg・5 一(4) 
歪度 S = M3/Mz1・5 ( 5 ) 
尖 度 K = M4/Mi"o 一一(6 ) 
積率 Mr = 10∞(x-M)ソ(x)g(x)dx/fo"'j(x)g(x)dx ---(7) 
表-2 密度関数f(x)の基準と粒度パラメターの基準に対応する関数 g(x) 
密度関数 f(x)
粒度パラメターの基準


































りの r次の積率Mrは， (8)，(9)式で計算される。この積率Mrから， (4)， (5)， (6)式を使って，粒度
ノfラメターが得られる。
て1 V(Xi) -V(Xi-1) [X， や V(Xi)- V(Xi-1) [Xi 平均 M=γ I xg(x)dx/γ "~t-ll I g(x)dx 
ムJ Xi-Xi-l .JXi-l ム.J Xi-Xi-l .JXi-l-
一 (8) 
や V(x;)- V(X ;-1) (Xi f. u¥r_f..¥J .，¥1 V(x i ) -V (x i-1 ) 積率 Mr二 γ I (x-Mfg(x)d X/ )' 




ただし， n:階級数，zニ 1-n， Xi-1 < Xi :ふるい目の聞き，V(Xi-1)三 V(X;):通過体積比，





























標準ふるいの目の開きである 4.76mmを通過し， 2.38mmに残留する粒子の粗粒率を 5.0とす
る変換関数乞 ω式に示す。
lnx + 2.25206 一(11)
ln 2 














平均 M ニや~ V(~i) -:r V(Xi-1) (Xi XdX 
Xi-Xト 1 .; Xi-l 
I=l 
n 
積率 Mr=てJγ1V(Xz)-V(Xz-1)Vlf屯xZz (X M)TdX 
Xi-Xi-1 J Xi-1 i=l 
一(14)
(15) 
ただし， n:階級数，zニ 1-n， Xi-1 < Xi :ふるい自の聞き mm， X二(lnx十2.25206
/ln2， V(Xi-1)豆 V(Xi):通過体積比，V(XO) = 0， V(Xn)ニ 1とする。
このように一般的に表示すると，従来粗粒率の算定から除外されていた，公比2の系列以外
の，たとえば25や 15mmなじ任意の目の聞きのふるいによるデータから，粗粒率が算定さ








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































なお，粒度ノぐラメターの計算には，北海道大学大型計算機センターのFA C OM 230-60と
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